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ウォール発、シティ発
商品トレーダーのウォール街離れが加速・ステイン氏(09/4/22)

　ジョージ・ステイン氏（商品トレーダーのヘッド・ハンティング会社、コモディティー・タレント＝ニューヨーク＝のマネージング・ディレクター）　商品トレーダーのウォール街離れが加速している。商品取引大手のゴールドマン・サックスやモルガン・スタンレーなどウォール街の金融大手を辞め、ヘッジファンドやプライベート・エクイティ・ファンドに移ったり、独立してファンドを開設するトレーダーが増えている。原因は二つある。一つは、08年は商品トレーダーが記録的な収益を上げたにもかかわらず、金融危機の影響で金融大手のボーナス支給額が減った。もう一つは、以前ほど取引でリスクを取らせない金融大手が増えているため「リスクを取らないと収益が上がらない」との不満がトレーダーの間に高まっていることだ。トレーダーは「働いた分だけの見返りが欲しい」と思っており、今後も流出は続くだろう。
　通常、金融大手が支払う商品トレーダーのボーナスは各自が取引で上げた収益の９―11％だが、08年には2.5―５％に下がった。例えばゴールドマン・サックスで商品取引により4500万ドルの収益を上げたトレーダーは07年に500万ドルのボーナスを得ていたのが、08年には200万ドルに下がった格好になる。メリルリンチのボーナス支給額は平均で半分以下に下がった。優秀なトレーダーなら20―30％減、一般的なクラスで50―60％減、ボーナスがゼロのトレーダーも多い。シティグループやモルガン・スタンレーも同様だ。転職や独立によって、成績に伴った収入が期待できるとみるトレーダーが増えるのは無理もない話だ。
　トレーダーの転職の受け皿となっているのが、商品を長期的な投資機会とみるヘッジファンドなどの投資会社だ。彼らは世界的な景気回復に向けて商品投資の機会をつかもうと有能なトレーダー獲得に動いている。モルガン・スタンレーの商品取引部門のトップだったニール・シアー氏はプライベート・エクイティ大手のアポロ・マネジメントに商品部門の開設のために移り、ゴールドマン・サックスのトレーダー、ケビン・マクナマラ氏はヘッジファンドのミラニアム・パートナーズにエネルギー取引部門を開設するために移った。ただ、ヘッジファンドは資金集めが難しい環境にあり運用手数料も低下傾向にあるため、移籍は必ずしもバラ色の将来を約束するものではない。（聞き手はシカゴ＝野毛洋子）
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